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氏名・(本籍) 下 里 つμ吊ね~ ヲム
さと

学付:の種類 歯- J}さ 博 士

学位三己手書サ 第 343 勺仁ゴ

学{立授 fチのfJイJ 昭和 37 j:p. 9 月 20 日

学{\'Lt~ 与の要什: 学位規則第 5 条第 2 項該当

学位論文題目 口腔病変の形成に関する基礎的研究

(主査) (国IJ 査)

論文審査委貝 教授川勝賢作教授永井 巌教授寺崎太郎

論文内容の要旨

「日的 l

全身疾患と口腔病変とは密接な関係があり，甲状腺機能，副甲状腺機能，下主体機能，副腎機能等の)t

進ならびに低下時における病変や性ホルモン投与時における変化等が論じられ，内分泌機能が歯牙ならび

に口腔組織の発育，代謝等に重大な影響をおよぼすものであることが明らかにされている。しかし特に下

主体一副腎皮質系ホルモンと口腔病変との関係については Selye ~-派の若干の研究が知られているのみで

ある。そこで著者:は第 1 篇においては白鼠に下主体一副腎皮質系の 2.3 のホノレモン投与ならばに下重体別

山を行ない，歯牙函周組織にいかなる影響をおよぼすかを検討したの第 2 篇においては同様の処置を行な

った白鼠に局所的 stress として下顎前商を切断し，同時に体重の変化，副腎重量とその組織学的ならびに

組織化学的検索を行ない，下車体一面Ij腎皮質系と尚周開組織との関連性につき考察じたっ

〔実験方法〕

実験動物は 140 g 前後の Wistar 均一系堆性臼鼠を用い，第 1 群は毎日脊部に iご記薬剤を 4 週間遠続皮

下注射した。

1) 守政!食出水投与群 1 cc/day 

2) Cortisone 大量投与群

3) Cortisone 小量投与群

4) A.C.T.H. 大量投与群

21119 /day 

0.5呼/day

3mg/day 

5) A.C.T.H. 小量投与群 l'JZg/day 

6) Growth Hormone 投与群 3U./day 

7) Growth Hormone 3 U./day と Cortisone 2 mg /day 併用投与群

8) 下重体別出群
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第 2 群は第 1 群と同様処置するとともに，実験第 1 日目より 4 日日毎に歯肉縁の高さで歯肉を損傷しな

いようにして下顎前歯を切断した口

各実験群は毎週体重を測定し，副腎重量は屠殺後トージョンバランスで測定した白材料はhaematoxyline 

eosln 染色と Mitchell Wislocki 氏銀染色を行ない，副腎は haematoxyline eosin 染色および sudan W 染

色を行なった。

〔結果〉

第 1 篇の成績

1) 各 hormone 投与ならびに下重体別出により下顎前歯舌側上皮附着部はそれぞれに特有なる形態を呈

する。すなわち Cortisone 大量投与群では内縁上皮の深部増殖傾向が著明で Growth Hormone 投与群

では前著と反対に歯牙切端方向に向い，下重体別出群で、は内縁上が短小しい皮附着部が剥離する傾向が

ある。

2) Cortisone ならびに A.C.T.H. 投与群においては前歯舌側歯槽骨の歯牙に面する側に破骨細胞による

骨破壊像が認められることが多く，歯根膜ならびに歯髄組織に出血または充血の傾向が著明である D

3) 下垂体別出群のエナメルならびに象牙芽細胞に局所的な障碍部位が存在し，また臼歯髄角部の二次象

牙質の形成が悪く，歯根膜よりセメント質が吸収されたり，歯髄側より象牙質が吸収されていることも

ある。

第 2 篇の成績

1) 下顎前歯を切断すると前歯舌側部の歯槽骨は増殖が著明で，したがって歯肉の巾が)よくなるの

2) 下顎前歯切断 Cortisone 大量投与群では，唇側ならびに舌側の特定部位に eroslOn を形成し，漸次壊

痘化し，遂に口腔底を破壊するにいたる。下顎前歯切断 A.C.T.H. 大量投与群では，前著と類似の壊症

形成所見を呈するが，前著程発現時期が速かでなく，その程度も顕著でないの

3) 下顎前歯切断 Growth Hormone ならびに Cortisone の併用投与群では壊痘形成は抑制弱化されるゥ

したがって Growth Hormone は Cortisone の作用を抑制するものと思われるの

4) 副腎重量は Cortisone 大量投与群，下重体別出群において著明に減少し， AιT.H. 大量投与群にお

いて著明に増大した。特に壊痘形成の著明なものでは体重が減少し，副腎皮質に空胞変性， eosin 好性

の zigzag 形成等を呈することが多く， sudan W 好染脂質は減少を示し，いわゆる疲態期を示す所見と

思われた。

5) 下主体別出群を除き，下顎前歯切断群の副腎重量は切断しない群のそれより哨加の傾向にあるロ

〔総括J

第 1 篇においては下垂体-副腎皮質ホノレモン投与ならび、に下垂体別出が歯周組織に特有な変化をおよぼ

すことが明らかとなり，第 2 篇では下主体 副腎皮質機能は局所 stress に対して特有の著明な影響力を有

するものであることが明らかになったロ

論文の審査結果の要旨

内分泌機能が口腔組織におよぼす影響については多くの研究がなされている。下里君は特にド垂体 副
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腎皮質系と口腔病変との関係について実験研究を行い，以下に述べるような重要な実験結果を得た。

すなわち Wistar 系雄性白鼠を下垂体一副腎皮質系の 2， 3 の hormone を投与したもの並に下主体の別

出を行ったもの等の数群に分ち，これら動物の歯牙並びに歯周組織にあらわれる変化を追跡した。また同

様処置を行った白鼠に局所的 stress として下顎前歯切断を行ない，下重体一副腎皮質系と口腔病変との関

連性を検索したのそれらの結果は下記の通りである。

1) 各 hormone 投与ならびに下重体別出によれ下顎前歯舌側上皮附着部はそれぞれに特有なる形態を

呈する。

2) cortisone ならびに A.C.T.H 投与群では歯舌骨の歯牙に面する側に骨破壊像がみられ，歯根膜ならび

に歯髄組織に出血または充血が著明であるの

3) 下重体別出群のエナメルならびに象牙芽細胞に局所的障碍部位が存在するの

4) 下顎前歯を切断すると，前歯舌側部の歯槽骨は増殖が著明となる。

5) 下顎前歯切断 Cortisone 大量投与群ならびに同様 A.C.T.H. 大量投与群において，著明な壊痘形成

がみられる。

6) 下顎前歯切断 growth hormone ならびに cortisone の併用投与群では壊痘形成は抑制弱化される。

7) 副腎重量は cortisone 大量投与群，下重体別出群において著明に減少し， A.C.T.H. 大量投与群では著

明に増大したり特に壊症形成の著明なものでは体重が著しく減少，副腎はいわゆる疲態期の所見を呈し

Tこ。

8) 下垂体別出群を除き，下顎前歯切断群の副腎重量は，切断しない群のそれより増加の傾向にある。

以上要するにド垂体一副腎皮質系のこれらの hormone は白鼠の歯牙歯周組織に特有な変化をきたし，

また口腔に与えられた stress はこれらの変化に著明な影響力を有することが明らかとなった。すなわち副

腎所見等を総合考察することによれ下垂体 副腎皮質系と口腔病変との関連性の一部が明らかにされた

有意義な研究である。
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